
 

 

 

 

 

先日は、暑い中『しもなか元気いっぱい夏まつり』へのご参加、ありがとうございました。子どもたち

の遊びの世界は、いかがでしたか？ 

夏まつり前にコドモンで配信した通り、さくら組は『やりたい遊びを見つけ、友達や教師と一緒に楽し

む』、つき組は『友達と共通の目的をもち、協力したり相談したりしながら遊びを進める』という教師側

のねらいをもち、子どもたちと一緒に準備を進めてきました。その中で、様々な経験をしたり、学びを得

たりしてきた子どもたちですが、その中から３つ、子どもたちの育ちをまとめてみました。 

 

これであそぼう！（目的を見つける） 

『○○して遊びたい！』という明確な目的があることで、遊びに向かう力も大きく変わってきます。 

まだ室内遊びの経験が浅いさくら組は、４月からいろいろな遊びを通して経験を広げてきたことで、自

分の好きな遊びを見つけることができるようになり、夏まつりの姿につながったのではないかと感じま

す。 

登園後『何して遊んだら良いんだろう…？』と悩む姿がよく見られたつき組さん。“夢中になって遊べ

るものは何だろう？”と教師も試行錯誤の中、夏まつりに向けての話し合いをした頃から『今日はこれを

やる！』と明確な目的をもって登園することが増えてきたように感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日もやろう！（継続する力） 

夢中になって遊んでいくことで『今日の遊び、楽しかったな』『明日もやりたいな』という思いをもつ

ようになります。そして、何日も掛けて遊びを展開していく中で『もっとこうしたい』『○○も必要だ！

どうやってつくったらいいかな？』と、試行錯誤する姿へとつながります。“継続は力なり”という言葉

があるように、継続することで様々な力が付いていくことを感じます。 

 

 

 

 

 

 

園だより 
～しもなか元気いっぱい夏まつり特別号～ 小田原市立下中幼稚園 

令和５年７月２０日 

担任  藤原 園加 

魚釣り・回転寿司屋さん・ネコちゃんごっこ・ピザ屋さんなど… 
いろいろな遊びを経験してきました。 

「今日もキャンディ屋さんやる！」「今日もパフェつくる！」と
言いながら登園する姿が見られるようになりました。 
 

ペロペロキャンディ、１人
で２０個もつくったよ！ 
 

白いワンちゃんづくり。完成
まで長い時間頑張りました。 
 
 

ネコちゃんの家・お散歩カート
それぞれ２つずつ完成させまし
た。目的に向かって、パワー全
開です。 

ネコちゃんのお家の完成！明
日は新聞紙を使って小さいネ
コちゃんをつくりたいな。 
 



 一緒にやろう！（協同性） 

年少の頃から、それぞれ自分の好きな遊びを楽しむことが多かったつき組さん。“友達と一緒に遊びな

がら、相談したり力を合わせたりして欲しい”という思いから、夏まつりに向けて「友達と一緒に、力を

合わせてやってみよう」というミッションを伝えてみました。 

同じ遊びをしていても、イメージや目的が違うということは、実は子どもたちの遊びの世界ではよく見

られます。力を合わせようにも、イメージや目的が違ってしまうと、協力し合えないものです。まずは、

やりとりの中でイメージや目的を共有し、同じ思いで遊びを進めていかれるようにしてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、そんなつき組さんの姿を見てなのか、さくら組さんも、友達と一緒に遊ぶ楽しさを感じ、友達

の姿を求めるようになってきました。「○○ちゃん、一緒に遊ぼう！」「○○くんと一緒（で嬉しい）！！」

という言葉も増え、時にはケンカをする姿も見られるほど、距離が縮まってきたことを感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏まつり当日、大好きなお家の人と楽しく過ごすことができ、喜んでもらえたこと、お家の人に褒めら

れたり認められたりしたことが、子どもたちの達成感・満足感・自信へとつながったことと思います。 

子どもたちにとって“遊び”は“学び”です。夢中になって遊ぶ中で、ワクワクしたり、試行錯誤した

り、葛藤したり、友達と力を合わせたり…。十分に心を働かせ、心を揺さぶられる体験をたくさんしなが

ら、様々なことを学んでいく過程を、今後も大切にしていきたいと思っています。 

第１学期に培われた力を、第２学期以降にも発揮したりさらに伸ばしたりしていかれるよう努めてい

きたいと思っています。また９月に、元気な子どもたちに会えることを楽しみにしています。 

事故や病気などに気をつけながら、楽しい夏休みをお過ごしください♡ 

「どうやってつくる？」キャンディ屋
さんごっこのお店づくりに４人で頭
を抱えた５月半ば。相談するって、難
しいなぁ。 

「〇〇パフェはどう？」「いいね！」
「綿をクリームに使おうよ！」「い
いねいいね！！」アイディアを出し
合いながら一緒に進めます。 
 

「ねぇみんな、これ銀色にしてい
い？」一緒に遊びを進めるうえで、大
切な言葉も、自然と出るようになりま
した。 
 

「１人じゃできないから、一緒にやって」と、
自分の気持ちを素直に表現し一緒に遊ぶこと
ができました。相手がしっかりと受け止めてく
れると、安心して表現できるようです。 
 
 

友達と一緒に遊ぶのって、楽しいね！！ 
「一緒に遊ぼうよ！」という言葉も聞かれ
るようになりましたが、言葉がなくても自
然と近くにいることが増えました。 


